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グループワークの目的、流れ
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⚫目的：地域適応計画の策定体験を通じた、実際の策定に向けた進め方の理解

⚫地域気候変動適応計画策定マニュアルに沿った形で計画策定を体験します。
（今回の対象はSTEP1～STEP4、STEP6）
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各STEPの実施内容

○ 気候変動への適応の方針や目標の検討/見直し
○ 地域適応計画の形式の検討/見直し
○ 計画期間の設定/見直し
○ 基礎情報（地理的条件、社会経済状況等）の整理/更新
○ 区域の気候・気象（気温や降水量など）の特徴の整理/更新

【 STEP1 】
地域気候変動適応計画
策定/変更に向けた準備

これまでに、気候変動や気象現象（高温、大雨等）によって生じたと考えられる影
響の事例、および影響の原因となった気象現象を整理

【 STEP２ 】
これまでの気候変動影響の整理

：主幹部局が中心となって実施 ：主幹部局と関連部局が実施

将来想定される気候変動影響の情報を収集・整理
【 STEP3 】

将来の気候変動影響の整理

各分野の気候変動影響について評価を実施し、地方公共団体において優先度の
高い分野や項目を特定

【 STEP4 】
影響評価の実施

地方公共団体における優先度の高い気候変動影響を対象に、それぞれに関連する
既存施策の情報を収集し、将来の影響に対する施策の対応力を整理

【 STEP5 】
既存施策の気候変動影響への対応力の整理

STEP５で「新規または追加的な施策が必要」とされた気候変動影響に対し、具体
的な適応策の情報を収集し、今後の対応を検討

【 STEP６ 】
適応策の検討

STEP１～STEP６で整理した情報を取りまとめ、地域適応計画を策定
【 STEP７ 】

適応策の取りまとめと
地域気候変動適応計画の策定

地域適応計画に取りまとめた適応策の実施状況を確認
【 STEP８ 】

地域気候変動適応計画の進捗状況の確認

☞

☞



GWで活用する資料（例）
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資料名 STEP 主な情報 URL

★九州・山口県の気候変動監視レポート
2020  （令和3年5月、福岡管区気象台）

1 過去からこれま
での気候変化

https://www.data.jma.go.jp/fukuoka/k

aiyo/chikyu/report/repo/repo_downlo

ad.html

★九州・山口県の地球温暖化予測情報
第2巻（2019年5月増補）

1 地域気候予測
（RCP8.5）

https://www.data.jma.go.jp/fukuoka/k

aiyo/chikyu/report/yosoku/yosoku_do

wnload.html

★沖縄の気候変動監視レポート2021

（令和3年3月、沖縄気象台）
1 気候変化と将来

予測

https://www.data.jma.go.jp/okinawa/d

ata/kiko/climate_report_okinawa.html

日本の気候変動2020（詳細版）（令和2年、
文部科学省・気象庁）

(1) 全国的な気候予
測（RCP2.6/8.5）

https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/cc

j/index.html

気候変動影響評価報告書（総説）（令和2年、
環境省）

(1,4) 分野別/項目別
の全国的な影響

https://www.env.go.jp/press/108790.

html

A-PLAT「将来予測 WebGIS」 3 一部項目の全国
的な影響

http://a-

plat.nies.go.jp/webgis/index.html

★近隣自治体の気候変動適応計画 3,4 影響、適応策、
地域気候予測

https://adaptation-

platform.nies.go.jp/local/plan/list.html

A-PLAT「分野別影響＆適応」 2,3,6 影響、適応策 https://adaptation-

platform.nies.go.jp/climate_change_a

dapt/impact.html

A-PLAT「地域適応コンソーシアム事業」 6 影響、適応策 https://adaptation-

platform.nies.go.jp/conso/index.html

⚫ 「★」をつけた資料はGW中に手元で見られるように、別PCの準備や印刷を、

またページ数が多いので近隣地域の情報にしぼって行うことを推奨します。

https://www.data.jma.go.jp/fukuoka/kaiyo/chikyu/report/repo/repo_download.html
https://www.data.jma.go.jp/fukuoka/kaiyo/chikyu/report/yosoku/yosoku_download.html
https://www.data.jma.go.jp/okinawa/data/kiko/climate_report_okinawa.html
https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ccj/index.html
https://www.env.go.jp/press/108790.html
http://a-plat.nies.go.jp/webgis/index.html
https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/plan/list.html
https://adaptation-platform.nies.go.jp/climate_change_adapt/impact.html
https://adaptation-platform.nies.go.jp/conso/index.html


本日のルール

⚫オンラインの研修をより有意義なものとするため、以下のルールを設けます。

➢コミュニケーションの円滑化のため、事情が許す限りビデオはONにしてください。

➢オンラインでの議論は無味乾燥になりがちですので、メンバーの発言には何らかの反
応を示してください。（相づち、イイネ👍、拍手👏、笑顔☺など）

➢１テーマにつき１人１回は発言をしてください。
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メンバー自己紹介

⚫各メンバーからごく簡単に30秒ほどで自己紹介をしてください。（5分）

➢お名前

➢ご所属

➢マイブーム or/and 地元の特産品

⚫グループで発表をすることとなった場合、発表をする方も決めておいてください。
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STEP１ 気候変動適応計画策定/変更に向けた準備

区域の特徴や気候変動に関する状況を把握し、地域適応計画策定の目標や形式、
計画期間などを設定します。

⚫各地方公共団体の代表的な情報（地理的、経済的、社会的な条件）を一人
2、３個挙げてください。（5分、事前課題）

➢ 各条件が共存するかどうか厳密に考える必要はありませんが、どうしても共存しないものがある
場合は、グループ内で議論して取捨選択してください。

➢ 気候に関する条件は後で整理します。
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グループ番号 X地域の特徴整理シート（STEP1） 例

＜地理的条件＞

⚫ 自然が豊か（山がある、海が
ある、大河川がある 等）

⚫ ヒートアイランドが顕著

＜経済的条件＞

⚫ 農作物として○○の栽培
が盛ん

⚫ ○○産業が栄えている

⚫ 観光資源として○○があ

る

＜社会的条件＞

⚫ 沿岸部の人口が多い

⚫ 過疎化が進んでいる



STEP１ 気候変動適応計画策定/変更に向けた準備

区域の特徴や気候変動に関する状況を把握し、地域適応計画策定の目標や形式、
計画期間などを設定します。

⚫参考資料やご自身の知見等を元に、「これまでの気候の変化」「将来予測される
気候の変化」を整理して下さい。（15分、事前課題）

⚫メンバーそれぞれの地域の情報をご紹介ください。

（参考資料）

• 九州・山口県の気候変動監視レポート2020 (令和3年5月、福岡管区気象台）
• 九州・山口県の地球温暖化予測情報第2巻（2019年5月増補）
• 沖縄の気候変動監視レポート2021（令和3年3月、沖縄気象台）

【気候:現在】
気温上昇
（X年でA℃）

イメージ

【気候:将来】
猛暑日の増加
（21世紀中頃にX

倍）



STEP２ これまでの気候変動影響の整理

これまでに、気候の変化や気象現象（高温、大雨等）によって生じたと考えられる影
響の事例、及び影響の原因となった気象現象を整理します。

⚫ブレインストーミングを行って、STEP1で整理した気候の情報に関連して、すでに
地域で生じていると思われる影響を挙げて下さい。（10分）
➢ 時間の制約上、ここでは気候と影響の関係の厳密さは気にしなくて構いません。

（例）

✓高温 ⇒ 熱中症の発生、農作物（コメ等）の品質悪化、水質の悪化…

✓大雨、短時間強雨 ⇒ 内水氾濫、河川氾濫、土砂災害…

✓積雪量の減少 ⇒ スキー場の営業日数減少、イベント開催期間の短縮… など

イメージ
【気候:現在】
気温上昇
（X年でA℃）

【気候:将来】
猛暑日の増加
（21世紀中頃にX

倍）

【影響:現在】
熱中症の発生



STEP３ 将来の気候変動影響の整理

将来想定される気候変動「影響」の情報を収集し、整理します。

⚫STEP2の既存影響について将来のありえる変化を挙げて下さい。なお、予測情
報がない場合は、STEP１で整理した「将来の気候変化」の情報を基に将来変
化の方向性を検討してみてください。（10分）
➢ 時間の制約上、ここでは厳密さは気にしなくて構いません。

（参考資料）

✓近隣自治体の気候変動適応計画

✓A-PLAT「将来予測 WebGIS」 、「分野別影響＆適応」

【気候:現在】
気温上昇
（X年でA℃）

【気候:将来】
猛暑日の増加
（21世紀中頃にX

倍）

【影響:現在】
熱中症の発生

イメージ

【影響:将来】

熱中症搬送者数
の増加



STEP４ 影響評価の実施

各分野の気候変動影響について評価を実施し、地方公共団体において優先度の高
い分野や項目を特定

⚫STEP3で整理した気候変動影響のうち、影響評価を行うものを２、３個選定し
てください。（重要そうなもの、興味深いものなど任意）（5分）

⚫ 「重大性/緊急性/確信度」について議論して決定してください。（10分）

➢ 大・中・小で判断してください。

（参考資料）

✓STEP1で整理した地域の特徴

✓近隣自治体の気候変動適応計画

✓(気候変動影響評価報告書（総説）（令和2年、環境省）



STEP6 適応策の検討

STEP４で選定した将来の気候変動影響に対して、現時点で考えられる「適応策」と
その「策定もしくは実行の課題」を検討

①STEP４で評価した影響に対して考えられる適応策を列挙してください。既に実
施されている適応策でも構いません。（7分）

② ①で列挙された適応策を策定、もしくは実行するための課題について話し合い、
整理してください。（8分）

（参考資料）

✓各地域の気候変動適応計画

✓A-PLAT「分野別影響＆適応」「地域適応コンソーシアム事業」

イメージ

【適応策】
普及啓発の
実施

【適応策】

エアコン普及率
の向上
（助成等）

【適応策】

民生委員等によ
る見回り

【課題】
予算の確保
庁内の連携

【課題】
啓発の媒体の

検討

【課題】

民生委員への指
導・人員確保



成果イメージ
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⚫４色の付箋で「これまで及び将来の気候の変化」と「これまで及び将来の気候変
動影響」、「適応策（既存施策含む）」、「適応策の課題」を整理していきます。

⚫付箋の色は各STEPとリンクしています。

➢ピンク:STEP1「これまで及び将来の気候の変化」

➢黄色:STEP2,3「これまで及び将来の気候変動影響」

➢緑：STEP6「適応策」（既存施策を含む）

➢青：STEP6 「適応策策定もしくは実施の課題」
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【気候:現在】
気温上昇
（X年でA℃）

【気候:将来】
猛暑日の増加

【影響:現在】
熱中症の発生

【影響:将来】
熱中症搬送者
数の増加

【適応策】
普及啓発の
実施

【適応策】
エアコン普及率

の向上
（助成等）

【課題】
予算の確保
庁内の連携

【課題】
啓発の媒体の

検討

【気候:現在】

【気候:将来】

【影響:現在】

【影響:将来】

【適応策】

【適応策】 【課題】

【課題】



以下、書記用のテンプレート
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地域の特徴整理シート（STEP1）グループ●

9

＜地理的条件＞

⚫ あああ

＜経済的条件＞

⚫ あああ

＜社会的条件＞

⚫ あああ



2020

地域適応計画の策定体験ワークシート グループ● X/X枚目

【気候:現在】

【気候:将来】

【影響:現在】

【影響:将来】

重/緊/確
●/●/● 【適応策】 【課題】

STEP1 STEP2,3 STEP4 STEP6名古屋地方気象台、愛知県

【影響:現在】


